
大学では、人材育成きy

5.0と第４次産業革命、人生100年時代、グローバリゼーション、地域創生など、

極めて多様です。大学は、世界が抱える課題に対して教育と研究の活動を通じて真摯に

向き合い、その成果を発信・還元することにより、社会からの評価と支援を得るという
てち、自分自身の利鋭て、実

行し、仕事の結果責任は自身で負う「センス オブ オーナーシップ」の４つを習得したプロ

フェッショナルを社会に輩出しています。また、研究機関でもある大学は、多様で独創性

豊かな、優れた研究成果を創出することも重要な仕事ですし、それができて初めて企業、

地方自治体等との共同研究や琶 9
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勝 い
、出プめ治

はとてな刺ʍ

は 、信し、

研究の拠点化を推進しています。

学問は、「人がよく生きていく」ために、生涯にわたって必要

とされます。公的立常 さ」や辱常ア省のゔ化林か画に コ言は 傡やヵのゔコ たっよ 画Ｇか 常Ｒゔ
惋姶コＧ 進っ言に 受厭さ常 г や常言焦に や 常象巐っ常画脆てい艮６諏す

化 っ蒸 」砧めヴに じさ ぷさ 究 究 常や。

刱に や や てに固執しない脱管理、自由度の増した場での学習

を心がけていただくことを期待したいと思います。凄まじい変化の波が押し寄せている困難

な時代にこそ、大学は「学問の場・考察の場」を提供することが求められょ
者


